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 作用の評価指標として用いられている比吸収率(Specific Absorption Rate;SAR)
 、受信時の端末側が受ける影響は平均2乗誤差を求めた。本解析により提案する
 ウエイト決定法を用いることで頭部全体平均SARや頭部1g局所平均ピークSARの 
 低減が可能であることや、提案するアルゴリズムにより得られるウエイトは頭部
 の大きさやアンテナの位置が変化した場合でも大きな劣化が生じないこと、筐体
 上に設置された素子間隔の狭いアレーアンテナにおいても有効であることが分 
 かった。 
本論文においては第2章においてFDTD法による解析の手法について述べる。 
 電磁界の基礎方程式であるマクスウェル方程式に対して差分化を行い、解析す 
 るこの手法について、差分化の方法から物体のモデル化などについて説明する。
 第3章にてアダプティブアレーアンテナ(AAA)について述べ、第4章で人体への影
 響を考慮したアレーアンテナのウエイト決定法を提案し、実際に人体の頭部と 
 その近傍に設置されたアレーアンテナを用いた解析や、簡易的な携帯端末のモ 
 デルとその近傍に設置された頭部を用いた解析を行い、そのウエイト決定法の 
 ロバスト性に関する検討を行っている。第5章では得られた結果から結論を述 
 べる。 
本解析により、人体近傍に設置された携帯端末用アレーアンテナのウエイト決
 定法として提案した方法の妥当性を示すことが出来たといえる。 
 
 
